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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第１四半期
連結累計期間

第69期
第１四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 6,135,628 5,996,003 26,019,830

経常利益 (千円) 223,912 355,698 1,007,564

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 136,874 236,604 529,838

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 155,090 △415,252 △411,035

純資産額 (千円) 21,703,857 19,239,329 21,082,095

総資産額 (千円) 33,422,874 31,412,492 33,031,639

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.52 28.55 63.94

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 61.4 61.2 60.3
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結累計期間において、当社の連結子会社である寧波綜研化学有限公司について、中信興業投資寧

波有限公司との合弁契約を解消し、同社の出資持分を追加取得いたしました。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における経済情勢は、海外では中国やアジア新興国の景気減速が継続し、国内では個

人消費低迷の長期化による景気の停滞感が強まるなか、英国のEU離脱決定を受けて進んだ円高・株安の影響が懸念

されるなど、引き続き先行き不透明かつ厳しい状況にありました。　

このような事業環境のもと当社グループは、中国市場でのコスト競争力向上による収益規模の拡大、既存事業分

野でのニーズ対応力強化によるシェアの拡大、新規分野・地域開拓による事業領域の拡大、ナノインプリントの事

業基盤の確立、新たな製品・サービスの創出・事業化に取り組んでおります。　

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、装置システムが前年同期を上回ったものの、ケミ

カルズが円高の影響を受けて前年同期を下回ったことなどにより、59億96百万円（前年同期比2.3％減）となりまし

た。利益面では、継続的なコスト削減への取り組みに成果があり、経常利益は3億55百万円（前年同期比58.9％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億36百万円（前年同期比72.9％増）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

＜ケミカルズ＞

ケミカルズについては、売上高は54億83百万円（前年同期比3.0％減）となりました。製品別の状況は、以下のと

おりです。　

粘着剤関連製品は、液晶ディスプレイ用途向けの販売が減少し、売上高は30億38百万円（前年同期比1.2％減）と

なりました。

微粉体製品は、中国市場における光拡散フィルム用途向けの販売数量が増加し、売上高は6億64百万円（前年同期

比39.6％増）となりました。　

特殊機能材製品は、中国市場における電子材料用途向けの販売数量が減少し、売上高は6億92百万円（前年同期比

12.7％減）となりました。　

加工製品は、中国市場における家電・電子情報機器分野での機能性粘着テープの販売が減少し、売上高は10億87

百万円（前年同期比17.0％減）となりました。　

＜装置システム＞

装置システムについては、設備関連の工事完成高が前年同期の水準に至らなかったものの、熱媒体油の販売が増

加したことなどにより、売上高は5億12百万円（前年同期比6.5％増）となりました。　
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて16億19百万円減少し、314億12百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金が増加したものの、受取手形及び売掛金、有価証券が減少したことなどにより、前期

末に比べ9億85百万円減少し、158億68百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が減少したことなどにより、前期末に比べ6億34百万円減少し、155億44百万円となり

ました。

一方、負債については支払手形及び買掛金、賞与引当金が減少したものの、長期借入金が増加したことなどによ

り、前期末に比べ2億23百万円増加し、121億73百万円となりました。

当期末における純資産は、為替換算調整勘定の減少、寧波綜研化学有限公司の完全子会社化に伴う非支配株主持

分の減少などにより、前期末に比べ18億42百万円減少し、192億39百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末60.3％から0.9ポイント増加し61.2％となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は4億12百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について著しい変更

があったものは、次のとおりであります。

寧波綜研化学有限公司における加工製品生産設備の新設について、投資予定総額を705百万円から726百万円に変

更しております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,200,000

計 33,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
また、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
 平成28年６月30日

－ 8,300,000 － 3,361,563 － 3,402,809

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ―
 

― ―
 

議決権制限株式(自己株式等) ―
 

― ―
 

議決権制限株式(その他) ―
 

―
 

―
 

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
普通株式   13,800

― ―
 

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,283,300 82,833 ―
 

単元未満株式 普通株式    2,900 ― 一単元（100株）未満の株式
 

発行済株式総数 8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,833 ―

 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式15株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
綜研化学株式会社

東京都豊島区
高田三丁目29番５号

13,800 ―
 

13,800 0.17

計 ― 13,800 ―
 

13,800 0.17

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

綜研化学株式会社(E01055)

四半期報告書

 7/18



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,501,943 3,913,629

  受取手形及び売掛金 8,036,030 7,547,532

  有価証券 800,000 －

  商品及び製品 2,899,189 2,731,254

  仕掛品 34,818 53,942

  原材料及び貯蔵品 1,052,159 1,048,087

  繰延税金資産 245,490 246,879

  その他 317,329 359,428

  貸倒引当金 △33,894 △32,697

  流動資産合計 16,853,066 15,868,056

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  13,812,832 ※2  13,582,805

    減価償却累計額 △6,757,388 △6,777,399

    建物及び構築物（純額） 7,055,444 6,805,406

   機械装置及び運搬具 ※2  16,538,690 ※2  16,207,950

    減価償却累計額 △12,743,627 △12,737,681

    機械装置及び運搬具（純額） 3,795,062 3,470,268

   土地 ※2  1,228,128 ※2  1,217,348

   建設仮勘定 1,208,777 1,287,245

   その他 ※2  2,159,598 ※2  2,196,751

    減価償却累計額 △1,694,237 △1,712,248

    その他（純額） 465,361 484,503

   有形固定資産合計 13,752,773 13,264,771

  無形固定資産   

   その他 124,568 116,600

   無形固定資産合計 124,568 116,600

  投資その他の資産   

   投資有価証券 793,297 743,882

   関係会社出資金 411,799 360,018

   繰延税金資産 560,794 563,745

   その他 594,127 554,205

   貸倒引当金 △58,788 △58,788

   投資その他の資産合計 2,301,231 2,163,063

  固定資産合計 16,178,572 15,544,435

 資産合計 33,031,639 31,412,492
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,247,864 4,642,903

  短期借入金 1,690,732 1,587,640

  1年内返済予定の長期借入金 308,096 385,992

  未払法人税等 130,027 110,880

  賞与引当金 421,561 172,908

  完成工事補償引当金 19,300 7,700

  役員賞与引当金 13,500 5,751

  その他 1,234,622 1,401,405

  流動負債合計 9,065,703 8,315,180

 固定負債   

  長期借入金 1,000,000 1,960,000

  退職給付に係る負債 1,826,841 1,837,596

  その他 57,000 60,385

  固定負債合計 2,883,841 3,857,982

 負債合計 11,949,544 12,173,162

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,361,563 3,361,563

  資本剰余金 3,402,816 3,383,088

  利益剰余金 11,292,109 11,238,697

  自己株式 △11,118 △11,118

  株主資本合計 18,045,370 17,972,231

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 226,243 185,389

  為替換算調整勘定 1,990,881 1,415,697

  退職給付に係る調整累計額 △345,200 △333,988

  その他の包括利益累計額合計 1,871,924 1,267,098

 非支配株主持分 1,164,800 －

 純資産合計 21,082,095 19,239,329

負債純資産合計 33,031,639 31,412,492
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 6,135,628 5,996,003

売上原価 4,125,403 3,861,463

売上総利益 2,010,224 2,134,539

販売費及び一般管理費 1,764,765 1,658,720

営業利益 245,459 475,819

営業外収益   

 受取利息及び配当金 7,642 7,771

 持分法による投資利益 8 －

 為替差益 1,752 －

 補助金収入 420 36,459

 保険配当金 8,984 9,339

 試作品等売却収入 13,043 －

 雑収入 8,225 14,761

 営業外収益合計 40,077 68,330

営業外費用   

 支払利息 46,303 24,017

 持分法による投資損失 － 23,949

 為替差損 － 135,356

 雑損失 15,320 5,128

 営業外費用合計 61,624 188,451

経常利益 223,912 355,698

特別利益   

 固定資産売却益 7,518 500

 特別利益合計 7,518 500

特別損失   

 固定資産除売却損 5,632 3,106

 特別損失合計 5,632 3,106

税金等調整前四半期純利益 225,798 353,093

法人税等 60,562 82,352

四半期純利益 165,236 270,740

非支配株主に帰属する四半期純利益 28,362 34,135

親会社株主に帰属する四半期純利益 136,874 236,604
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 165,236 270,740

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △14,896 △40,853

 為替換算調整勘定 2,237 △630,169

 退職給付に係る調整額 1,701 11,212

 持分法適用会社に対する持分相当額 811 △26,181

 その他の包括利益合計 △10,145 △685,992

四半期包括利益 155,090 △415,252

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 145,442 △368,220

 非支配株主に係る四半期包括利益 9,648 △47,031
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 当座貸越契約及び貸出コミットメントについて

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これら契約に基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

2,300,000千円 2,300,000千円

借入実行残高 ― 千円 ― 千円

   差引 2,300,000千円 2,300,000千円
 

 

※２ 固定資産圧縮記帳

国庫補助金等受入により取得価額から直接減額した価額の内訳

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

建物 65,489千円 65,489千円

機械装置 284,089千円 284,089千円

土地 33,170千円 33,170千円

その他 11,465千円 8,915千円
 

 

３ 受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

 363,925千円 338,902千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 417,003千円 342,327千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 290,018 35 平成27年３月31日 平成27年６月25日
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 290,016 35 平成28年３月31日 平成28年６月24日
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,653,981 481,646 6,135,628 － 6,135,628

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

64 21,891 21,955 △21,955 －

計 5,654,046 503,537 6,157,584 △21,955 6,135,628

セグメント利益又は損失(△) 244,378 △17,718 226,660 18,799 245,459
 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額18,799千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,483,200 512,803 5,996,003 － 5,996,003

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

51 25,082 25,134 △25,134 －

計 5,483,251 537,886 6,021,137 △25,134 5,996,003

セグメント利益又は損失(△) 489,937 △32,209 457,727 18,092 475,819
 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額18,092千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(企業結合等関係)

共通支配下の取引等

関係会社出資金の追加取得

(1) 取引の概要

① 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：寧波綜研化学有限公司(当社の連結子会社)

事業の内容       ：加工製品および粘着剤の製造販売

② 企業結合日

平成28年４月１日

③ 企業結合の法的形式

非支配株主からの出資持分の取得

④ 結合後企業の名称

変更ありません。

⑤ その他取引の概要に関する事項

当社は、1994 年５月に加工製品事業による中国進出を目的に、合弁会社として寧波綜研化学有限公司を設立い

たしました。その後、中国国内に事業会社を順次設立し、業容拡大を図ってまいりましたが、事業環境の変化が

激しさを増す中国市場において、迅速な意思決定と機動的な事業展開を実施できる体制を整備し、グループ会社

間の連携をより一層強化するために、中信興業投資寧波有限公司の出資持分30％を譲り受け、寧波綜研化学有限

公司を完全子会社化いたしました。

　

(2) 実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取

引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

　

(3) 関係会社出資金の追加取得に関する事項

取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 1,141,074千円

取得原価  1,141,074千円
 

 
(4) 非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

① 資本剰余金の主な変動要因

関係会社出資金の追加取得

② 非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

19,728千円
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 16円52銭 28円55銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 136,874 236,604

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

136,874 236,604

 普通株式の期中平均株式数(千株) 8,286 8,286
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月９日

綜研化学株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐々木  雅 広        印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   伏 谷  充二郎        印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜研化学株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜研化学株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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